


自己紹介

伊藤 文弥（３０歳）
大学３年時に起業準備開始
こどもが2人（４歳と２歳）
趣味は漫画
会社のミッションは
障害のある人がごきげんに
暮らせる社会を作ること。



自己紹介

この仕事を始めたきっかけ



自己紹介



この活動を始めた時の問題意識

・障害のある人たちの働く場所がない

・農業の担い手がいない・儲からない

▶障害のある人たちが働く農場をつくろう！！



今はどう思っているか？

・障害のある人たちの働く場所がない
▶最初は確かに少なかったが、僕たちのような福祉施設はすごく増えた。

・農業の担い手がいない・儲からない
▶兼業農家と専業農家で大きな違いが。

▶始めた当初と状況も変わってきているのと、最初の
認識は間違っていることも多くあった。







・企業での雇用数は年々伸びている

・僕たちのような障害者施設は過剰に増えた

▶その結果、何がよくなったか？
▶障害のある人たちに対する見方はどう変わったか？

どんな障害のある人たちに対して、どこまで支援
できるといいのか？



・２０１１年４月から事業開始
・正社員２０名 パートアルバイト２５名
・障害のあるスタッフ ９２名（就労継続支援B型）
・農場（福祉施設）３箇所
・レストラン１箇所
・グループホーム２箇所（１７部屋）



ミッション

障害のある人がごきげんに
暮らせる社会を作ること。

はたらく・あそぶ・くらすの３つを地域の中で
地域の人たちとの関係をどのように増やしていくか？
地域の人たちにとって必要な場所になるためには？















事業内容 野菜セットの販売

年間60品目１２０品種以上の野菜を有機で栽培。４００世帯と契約







事業内容 久松達央氏の指導

つくば市の隣の土浦市で少量多品目の有機農業を14年。











事業内容 農業ヘルパー事業

貴重な戦力として、毎日各農家をサポート。







事業内容 週末菜園事業

現在約200名の方が週末に農作業体験。





事業内容 農業イベント

もちつき リース作り









事業内容 第２農場 ２０１７年１月〜

お米づくり・農家さんのお手伝い





松下 明弘氏の指導



竹林の管理









事業内容 第３農場 ２０１８年４月〜 現在約５００羽



















事業内容 レストランを開始 ２０１８年１月







二ヶ月後に２棟目を着工予定











目標金額:２００万円



目標金額:１０万円



目標金額:１００万円



農福連携のいいところは？

地域との繋がりを作りやすところ。
・野菜の定期配達
・農業イベント
・レストラン
・地主さん、外での仕事

地域との繋がりが必要な理由は？？



一緒に活動をしている人・団体

野菜セットの
購入世帯

約400世帯

貸農園の
利用人数

約100人

イベントの
来場人数

約2000人

レストランの
お客さん

約10,000人/年

一緒に仕事
をする農業

団体

６団体

事業を

サポートして
くれる先生

5人

よく一緒に活動
をする地域の
サポーター

約20人

定期的に一緒
にイベントをす

る他団体

約１０団体

クラウド

ファンディング
の支援者

約300人

一緒に仕事を
する障害のあ
るスタッフ

約100名



その他の支援団体

たくさんの団体や人が応援
してくれる理由は何か？？



今までうまくいかなかったことは？



・１〜２年目全く野菜作りがうまくいかなかった。
・２年目には社員の半数が退職してしまって。
・野菜が作れても全く売れなかった。
・僕自身もうつ病になって通院していた。
・３年前からお米を作っているが全くうまくいかない。
・グループホームを始めたが、服薬に関する事故が
あった。
・農作業中に障害のあるスタッフが大きな怪我をした。
・野菜作りの担当社員が退職して、野菜の品質が下
がった。



どんな１年半だったか？

･とてもトラブルが多かった
税理士の方と経費処理の問題で揉めた
グループホームで服薬の大きな事故があった
農作業中に今までにはなかったような事故が２件起きた

･とても離職が多かった
副代表の戸田さん
農業事業の責任者
福祉事業の責任者
その他に正社員が５名程度（それより前の2年間は１名のみの離職）

事務の大半を担ってくれていた社員が休職



本当に大変な１年半を経て、何が変わったか？

･仕事がすごく楽しくなった

すごく大変で辛かった
▶社員に助けられた
▶嬉しかった
▶信頼できる人が増えた
▶自分を認めることができた（きっとこれが大きい）
▶より信頼できる人が増えた
▶仕事がしやすくなった（ストレスがだいぶ減った）
▶楽しくなった！



･楽しくなってきたときに、今までは楽しくなかったんだということに気づいた

でも、起きてるときはほとんど仕事のことを考えていて、
仕事が大好きだと思っていた。周りからもそう見えていた。

なんで僕は１０年間頑張ってこれたのか？
▶一番は不安だったとことに気づいた
こういう社会を作りたい
いろんな期待に応えたい
成長を感じられることが嬉しいという気持ちもあった

応援してくれる人たちが常にいて、逆に応援してくれる人たちが
いなくなったときは僕の事業の将来はないという不安が常にあった



･本来すごく楽しい事業をしている。その楽しさを社員が感じられるように

社員の離職のほとんどが人間関係の悩み
社員のストレスのほとんどが人間関係の悩み
僕のストレスのほとんどが人げ関係の悩みだった

▶これをなくすことができれば、もっといい事業が絶対にできる

起きてる問題は同じでも、関係性によってストレスを感じる時も
あれば、達成感を感じることもある
▶いい関係性の中で仕事をすることを大切にしたいと考えるよに
なった。



･常に障害のある人たちを第一に考えていたので、
社員が楽しく働くことを大切にすることにとても違和感を感じた。

誰のどんな課題に対してどこまで変えていくのかを常に考えていて、
自分も社員も楽しく働くことを大切にすることが、
今まで僕たちのことをサポートしてくれた人たちが
どう思うのかがわからなかった。



･自分たちも楽しく働きたいと思うようになった時に、
「障害のある人たちのため」に仕事をするということに違和感を感じた。
「自分のため」に働きたいと思った。

僕自身も社員も一緒に働く障害のある人たちもみんなが、
自分のために働けるようなビジョンを作りたい。
全員が自分を誇れるようないい仕事をできるようなビジョンを作りたい。

▶障害のある人たちにとっていい事業ではなく、
地域にとっていい事業、地域の宝となるような事業を作りたい。

▶障害のある人たちと一緒に、そんな事業を作れたら僕は最高に嬉しいし、
社員も障害のある人たちもきっと嬉しい。



ビジョン

農業の価値を最大限に感じられる地域を創る。

・社員も障害のある人たちも誇れる農業をやる。
・私たちの農業の価値で地域に貢献する。
・障害のある人達のために農業をするのではなく、
私たちが地域に残したい価値のある農業を一緒に作る仲間。


